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多良間島における地域福祉研究のためのノート

ー多良間島に関する先行研究の動向分析一
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多良間島での地域福祉研究を行う基盤として，多良間島がどのように語られてきたのか知るために先行研究の分析を

行った．その結果，多良間島は太古の姿を残した土地と人々が絶やすことなく繋いできた伝統文化等に特徴があり，主

にこれらに学術的な価値が置かれてきたが考察された．

キーワード：多良間島，研究動向，地域福祉

主な産業は農業（サトウキビ，畜産)，建設業，サービ

ス業で，第三次産業就業者が41.4％，次いで第一次産

業就業者が408％，第三次産業従事者が17.4％となって

いる．（平成17年度（２００５年）国勢調査)．

１．はじめに

(1)本研究の目的

本研究の目的は「多良間島に生活する人々が持つ地

域福祉力」について質的調査を用いて明らかにするこ

とである．そのためには，これまでの多良間島に関す

る研究（以下，先行研究）の動向を見ることにより，

学術研究上，多良間島がどのように語られてきたのか

を考察する必要があるだろう．よって本稿では本研究

の目的を達成するための基盤を築くことを目的とした

い．調査方法はデータベースで多良間島に関する先行

研究を抽出．抽出データを元に日本国内における「多

良間島」に関する研究の動向について分析を行った．

(2)多良間島の基本的データ

多良間島は宮古島と石垣島のほぼ中間に位置する島

である．多良間島と水納島を合わせて多良間村となる．

多良間島には二字（字仲筋・字塩川）があり，それぞ

れに四つの区がある．

人口は1,454人，世帯数は547世帯（多良間村：2005)．

最新の高齢化率は２５．２４％である（宮古毎日新聞2009）

2．多良間島に関する先行研究

(1)データ検索の概要

データの抽出には「NⅡ論文情報ナビゲータ国立情報

学研究所」「学術研究データベース・リポジト」「科学

研究費補助金採択課題・成果概要データベース」「学術

機関リポジトリポータルJAIRO」の四つのデータベー

スを使用した２００９年12月１日現在の検索結果である．

キーワードは「多良間」で検索を行い，同一人物によ

る同年発行の同一タイトル論文，多良間島には関係の

ないと判断された論文(')は除いた．総数は144件だっ

た．

論文・研究の分野分類項目には「科学研究費研究分

野コード」の分類名称を使用した．「広域学」分野（７

件）においては複数分野の研究領域にまたがるため，
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本調査の目的を達成するために研究者の所属機関や掲

載雑誌名等を参考に研究の中心となる分野を当てはめ

た．これによりデータの分類は9分類となった．

研究の分類方法は「掲載雑誌名・研究分野」→「発

行元・所属機関名称」→「論文・研究タイトル」の順

で検討を行った．

年代別の集計は十年ごとに区切った．科学研究費等

のうち，研究期間が複数年度にわたる場合は初年度で

集計を行った．

人文学をさらに細かい分野別にみると次のとおり

(表2）となる．

人文学の件数が圧倒的なのは，琉球の歴史を扱った

｢史学｣，多良間方言などについて研究する言語学（１８

件)，多良間の伝統芸能について研究する文化人類学

(21件）などの件数の多さが挙げられる．

(3)年代別にみる研究の動向

年代別でみると次のとおり（表3）となる．

1970年代（8件）から1980年代（37件）と1990年代

(31件）から2000年代（63件）にかけての数値が飛躍的

に伸びていることがわかる．この数値が伸びた二つの

時期について，1970年代と1980年代について分野別件

数について見てみると次の（表4）ようになる．

まず，1970年代と1980年代の違いについて全体数で

見てみると約４．６倍(2)となっている．特に人文学は1件

から9件へと伸びている．これは「八月踊り」が1976年

に国指定重要無形民俗文化財となったことに起因する

(2)分野別にみる研究の動向

分野別の研究・論文数は，次のグラフ（表1）のとお

りで，人文学が他の分野よりも盛んに多良間に関する

研究に取り組んでいるのがわかる（60件)．次いで地震

や地殻変動などを扱った数物系科学（21件)，多良間の

サトウキビや食用獣（ヤギ）について研究する農学

(17件)，そして社会科学（14件）の順となる．

表３多良間島に関する先行研究数(年代別）表１多良間島に関する先行研究数(分野別）

医歯薬学

農学

生物学

エ学

数物系科学

社会科学

人文学

複合領域

総合領域

代
代
代
代
代
代

年
年
年
年
年
年

０
０
０
０
０
０

０
９
８
７
６
３

０
９
９
９
９
９

２
１
１

０１０２０３０４０５０６０７０ 0１０２０３０４０５０６０７０８０

ｈVⅡ論文情報ナごゲータ国立楕報学研究所｣｢学術研究データベース･リボジト｣｢科学
研究費補助金採択課題･成果概要データベース｣｢学術機関リポジトリボータルjAlRO」
の2009年１２月11]現ｲ１２のデータより,筆者作成．

ｌＮＩＩ論文情報ナビゲータ国立情報学研究所」ｌ学術研究データベー
ス・リポジト」「科学研究費補助金採択課題・成果概要データベース」
「学術機関リポジトリポータルＪＡＩＲＯ」の２００９年１２月１日現在のデ
ータより，筆者作成．

噸表２多良間島に関する先行研究数(人文学に限定） 表４多良間島に関する先行研究数(分野別推移）

医歯薬学

農学

生物学

エ学

数物系科学

社会科学

人文学

複合領域

総合領域

文化人類学

人文地理学

史学

言語学

文学

哲学

0５１０１５２０２５３０

｢ＮＩＩ論文情報ナビゲータ国立情報学研究所｣｢学術研究データベース･リポジト｣｢科学
研究費補助金採択課題･成果概要データベース｣｢学術機関リポジトリボータルjAIRO」
の2009年12月１ｐ現在のデータより，筆者作成．

０２４６８１０１２

｢Ｎ11論文情報ナビゲータ国立情報学研究所｣｢学術研究データベース･リポジト｣｢科学
研究費補助金採択課題･成果概要データベース｣｢学術機関リポジトリポータルjAlRO」
の2009年１２月Ｉｆ１現ﾊﾐのデータより，筆者作成．
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れとも独自の文化圏か？その結論は未だ模索中である

(4)．この，一言では語れない複数の層で形成されている

多良間の文化が人文学分野における多良間研究を次々

と生みだしているのだろう．

次に件数の多い項目としては数物系科学分野である．

これは「八重山地震津波(1771年)」に関する調査研究が

多くを占め地殻変動による化石調査も行われているこ

とから，多良間島が太古の姿を残していることも読み

取れる．また農学分野では「サトウキビ」「黒糖」の生

産に関する調査研究が多くを占めており，多良間島の

第一次産業がサトウキビを中心としていることが統計

データでもわかることから，合わせて注目しておきた

噸表５多良間島に関する先行研究数(分野別推移）

農学

生物学

エ学

数物系科学

社会科学

人文学

複合領域

総合領域

０１０２０３０４０５０

｢NII論文↑if報ナビゲータ国立情報学研究所｣｢学術研究データベース･リボジト｣｢科学

研究iHi補助金採択課題.成果概要データベース｣｢学術機関リポジトリポータルjAIRO」

の2009年１２ハｌ[1現在のデータより,筆者作成．

と考えられる．

次に1990年代と２０００年代について分野別件数につい

て見てみると次のとおり（表5）となる．

この間，圧倒的に数値が伸びている分野が人文学で

ある．これは千葉大学の下地賀代子氏（言語学）によ

る功績(3)が挙げられる．他には歴史文献等を扱った研究

(例えば原田2000,高良200ｓなど）も盛んに行われてい

た．

3．小括

(1)学術研究上，多良間島はどのように扱われてき

たのか

これまで見てきた分析結果から，多良間島について

行われてきた調査研究の半数以上を占めるのは文化人

類学や言語学の「人文学」分野であることがわかる．

これは多良間島に息づいている伝統芸能や言語といっ

た“島の文化,，が学術研究上，非常に価値のあること

を示していると言えるだろう．

特に文化人類学で件数が伸びているのは，多良間の

伝統芸能であり国指定重要無形民俗文化財として有名

な「八月踊り」や伝統行事の「スツウプナカ」などの

存在が理由として挙げられよう．言語学では「ほとん

どの研究者が基準をたてて，多良間方言を宮古諸方言

の下位方言に区分するのか明示していない」（狩俣

2000：２７）ため，その学究が行われている．言語学の

考察を借りれば，（その地理的状況からも言えるように）

多良間は宮古文化圏なのか？八重山文化圏なのか？そ

い、

(2)多良間島における社会福祉学研究の可能性

以上の分析から，多良間島は「太古の姿を残した土

地と，人々が絶やすことなく繋いできた伝統文化等に

特徴があり，主にこれらに学術的な価値が置かれてき

た地域」と言えよう．

さて，分析の結果を本研究の関心へと引き寄せてみ

る．

本研究は社会科学の社会学（社会福祉学）に属する．

抽出された社会科学分野における研究数は14件で，う

ち社会学は5件であった．全分野ととおして本研究の目

的に近い研究を挙げると次のとおり（表6）となる．

上記のうち2件が出生率に関する調査研究である．こ

れは多良間村が平成10年から平成14年の「人口動態調

査（厚生労働省)」で「合計特殊出生率日本一の村」と

発表きれたことに起因するものと考えられる．筆者ら

が行ったフィールド調査でもインフォーマントらが

時々口にしていたが，少子高齢化が問題視される中，

｢合計特殊出生率日本一の村」として多良間村が注目の

的となっていることには間違いないだろう．

その半面，高齢者や子ども福祉に関する調査研究が

少なく，また障害者福祉に関する調査がない．古くか

ら根付いている伝統文化についての調査研究が多い半

面，人々の生活の支え合いに関する文化（狭義の地域
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｢表６本研究に関連する調査研究一覧」

「ＮＩＩ論文'情報ナビゲータ国立情報学研究所」「学術研究データベース・リポジト」「科
学研究費補助金採択課題・成果概要データベース」「学術機関リポジトリポータル
JAIRO」の２００９年１２月１日現在のデータより，筆者作成．

福祉）に関する調査研究もほとんどない．このことか

ら，多良間島における社会福祉学研究はこれから萌芽

していく分野だと言えよう．

い、

「ユイマール」という言葉とは異なる意味を持つ

｢ウエーレー」という言葉が沖縄本島北部地域にある(5)．

この言葉と同じ意味を持つ多良間方言を知りたくて尋

ねて歩いたが，「ユイマールしか知らない」「(ゥエーレ

ーの例え話を聞いて）多良間ではユイマールと言う」

などの答えしか返ってこなかった．

唯一，この求めていた答えを提示することができた

のは元教員の80歳代の男』性である．

「ウデー(6)という言葉がある.」と話していると隣

で，６０歳代の男,性が「あ－１そうそう．ウデーと言う」

と思い出し，昔，島民総出で港の砂をきらって生活物

資を載せた船を入れるための水路を作ったエピソード

を語ってくれた．

多良間では今でも「ウデー」がある．しかし，ほと

んどの人は「ユイマール」「部落作業」と表現する．で

は，いつから「ウデー」という言葉が使われなくなっ

たのだろうか？

このように，言葉一つの変化を追うといった数値では

表れにくい／捉えにくいデータを質的調査法を用いて丁

寧に紐解いていく．そして伝統文化や経済活動も含めた

地域生活を過去から「今ここ」そして未来への移り変わ

りを「人々のつながり」に視点を置いて考究する．この

ような調査研究方法により，多良間島で生活する人々の

地域福祉力の姿を浮かび上がらせてみたい．

4．おわりに－本研究へのイントロダクション－

本研究の目的は「多良間島で生活する人々が持つ地

域福祉力」（その姿）を明らかにすることである．先行

研究の動向分析を行った結果，多良間島には特徴のあ

る古い伝統文化が人々の生活に息づいていることがわ

かった．目まぐるしく移り変わる現代社会において，

古くから続く文化（伝統的な生活様式や，ローカルル

ール等）が人々の間で維持され続けるには，そこに

｢人と人とのつながり」が必要となる．そのつながりを

紐解くことにより，多良間島で生きる人々の「生活の

支え合い」が見えてくるだろう．精神科医でありソー

シャルサポートネットワーク研究の先駆者である

GCaplanは次のように述ぺている．

援助組織の種々の要素は自発的なものであって，

[…]むしろ地域住民の生物社会学的な自然の反応とか

個人の要求から生じたり，その文化や社会の伝統と価

値といった面からも生じたものなのである．

(GCaplanl974：１９）

最後に本研究につながる－つの伏線を敷いておきた

7０

研究（論文）タイトル 研究者名 年

｢長寿社会の死生観-沖縄におけるその構造と機能」 大橋英寿他 1993年

｢沖縄県多良間村の子育て環境一我が国最高の出生率を有す

る島の暮らしと文化一」

伊藤わらび 2005年

｢地方圏における出生力の地域差とその要因に関する研究」 江崎雄治 2005年

｢沖縄の字公民館における地域福祉・社会教育の推進と青年の

自立支援に関する研究」

松田武雄他 2006年

｢現代沖縄の出生力と国際結婚の諸相一多良間村にみる家族

と移住女'性の再生産戦略一」

澤田佳世 2009年
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注

(1)例えば名字が「多良間」の著者など

(2)なお，総合領域の伸びについては，1980年代に生活

科学系大学による調査が行われ，立て続けに研究論

文が発表きれたことが挙げられる．

(3)下地氏は多良間方言をテーマに調査研究を行った．

(4)この問題は容易に結論がでるものでもないだろうし，

「多良間の文化」と言ってもそれが八重山か，宮古

かと，一概には括れないだろう．

(5)ここで言う「ユイマール」とは参加の可否が主体者

（イエや個人）によって選べる労働の交換を指し，

「ウエーレー」は半強制的な集団作用を持つ共同作

業を指すものとして捉えている．（拙稿：2008）

(6)実際の発音は「ウデイリ。－」（インフォーマントに
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